
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 これまでグリーンコープ組合員から集まったカンパ金額   ２月２２日（土）時点  

ほんとうにグリーンコープ組合員の思いが寄せられた結果です。  

 困っている方が必要とされる支援に繋がるように大切に使わせていただきます。  

『  

 

』  

 

もうりんごは作らない、引退も考えた  

しかし、私のりんごを待っている組合員  

がいると知ったら作るしかないよ  

今年こそは美味しいりんご届けます  

 

 ７０代の八ケタ会の生産者は、そう言って、  

りんごの木の剪定作業を始められています。  

●スピード・スプレイヤー  

農薬を散布する機械です。  

１台６００万円以上  

●トラクター  

肥料を撒いたり、土を耕

す際に使います。  

１台３００万円以上  

●軽トラック ４ＷＤ  

りんごの収穫、移動など何

にでも使います。  

１台１００万円以上  

●草刈り機  

除草剤を使用しませんので、

作業に必要な草刈り機です。  

１台１００万円以上  

水害によって壊れた為、新たに購入が必要になる農機具です。国からの補助金もありますが、申請後

すぐには受給できませんので、一旦生産者が支払うしかありません。他にも木を剪定する際に必要な

チェーンソー、収穫したりんごを保管する際に使うフォークリフトなどの購入が必要です。  

組合員のカンパで生産者は励まされ何とか立ち上がり、生活における復旧は目途がたちました。  

しかし失った物は多く大変なことは続きますが、これから復興・再生へと進んでいきます。  

グリーンコープは被災した産直生産者を応援していきます。  

台風１９号の災害による産直生産者の支援の為、カンパにご協力をお願いします。  

 

２０２０年３月２日  

グリーンコープ共同体   

Ｑ Ｒ コ ー ド を ス マ ー ト フ ォ ン の
バ ー コ ー ド リ ー ダ ー 等 の ア プ リ

を使って読み込んでください。グ
リ ー ン コ ー プ 災 害 支 援 の 内 容 は
インスタグラム「災害支援 by グ

リーンコープ」にて日々配信して
おります。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八ケタ会がジュースに加工委託していたメーカーも被災されて、加工ジュース用の 

りんごを出荷する場所がなく、りんご余っているとお聞きし、商品化することになりました。  

 

被災した信濃五岳会と八ケタ会の規格外りんごを使ったりんご  

ジュースの商品化が決まりました。農薬を減らして育てたりんご  

です。信濃五岳会・八ケタ会の生産者で高台にあったりんご畑の  

りんごを原料にしています。品種は「ふじ」です。  

 

 

八ケタ会  井上さん  八ケタ会  柳沢さん  りんごを持ち込みました 八ケタ会  峯村さん  

連合会商品検討委員会の伊達委員長が加工メーカーを訪問しています  

グリーンコープの職員が加工用りんごのお手伝いに行きました  

 

連合会商品検討委員会でりんごジュースの商品化に向けて検討しました  

ストレート果汁の酸化防止剤不使用で搾汁しています。 

産直りんごを使ったりんごジュースが５，０１２本できました。 

 

 

・商品名「応援りんごジュース」に決定。  

 

・商品代にカンパ金１００円を上乗せして生産者に集ま

ったカンパ金全額をお渡しする。  

 

・限定数は５，０００本です。５月頃、カタログＧＲＥ

ＥＮでご案内します。お楽しみに。  

 

検討の結果  


